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を
心
掛
け
る
。

姥
 単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
、
窒
素
ま
た
は
、
リ

ン
除
去
能
力
を
有
す
る
高
度
処
理
型

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
心
掛
け

る
。
　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
印
旛
沼
に
親

し
み
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
き
、
印
旛
沼
を
身
近
に
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ほ
か
に
も
印
旛

沼
の
浄
化
対
策
や
取
り
組
み
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
ま
と
め
て
情
報
発
信
し

て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
ん
ば
ぬ

ま
情
報
広
場
」（
■ＨＰ h

ttp
://in

b
a

-n
u
m
a
.c
o
m
/

）を
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯
内

線
3
6
5
）。

第第
　
回
印
旛
沼
流

回
印
旛
沼
流
域域

1212

環
境
・
体
験
フ
ェ

　
　
　
　
環
境
・
体
験
フ
ェ
アア

　
印
旛
沼
に
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
み
、

活
動
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
臼
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午

10

25

11

後
3
時
、
渦
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～

26

10

午
後
2
時
。

※
荒
天
時
は
、
両
日
と
も
中
止
。

■場 
佐
倉
ふ
れ
あ
い
広
場
向
か
い
（
佐

倉
市
臼
井
田
2
7
1
4
向
か
い
）。

■内 
屋
形
船
で
の
環
境
学
習
（
　
日
の

25

み
）、
農
産
物
・
農
産
加
工
物
販
売
、

流
域
市
町
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示

や
地
元
名
産
品
の
販
売
、
ど
じ
ょ
う

つ
か
み
、
流
域
市
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
写
真
撮
影
ほ
か
。

■費 
入
場
無
料
。

■申 
屋
形
船
は
当
日
先
着
順（
1
2
0
人
）。

■問 
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課

（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
3
1
5
5
）。

印
旛
沼
環
境
基

印
旛
沼
環
境
基
金金

設

        設
立立
　
周
年
記
念
座
談
会

周
年
記
念
座
談
会

3030

　
印
旛
沼
の
今
後
の
あ
り
様
を
展
望

す
る
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

胸
佐
倉
市
・
　
印
旛
沼
環
境
基
金
主

（公財）

催
。

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
後
2
時

11
～
4
時
　
分
。

30

■場 
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐

倉
ホ
ー
ル
（
佐
倉
市
）。

■内 
テ
ー
マ
「
い
ん
ば
沼
の
水

利
用
と
、
こ
れ
か
ら
」。

噛
講
師
…
山
口
浩
氏
（
千
葉

県
総
合
企
画
部
水
政
課
）、
髙

橋
修
氏
（
印
旛
沼
土
地
改
良

区
）、
佐
々
木
 亨
 氏
（
独
立

行
政
法
人
 水
資
源
機
構
）。

■定 
1
0
0
人
。

■申 
電
話
で
左
記
へ（
先
着
順
）。

■問 
佐
倉
市
役
所
環
境
政
策
課

（
緯
0
4
3
―
4
8
4
―
4

2
7
8
）。

漁漁●全国中学校体育大会で躍動！ 市内中学生が健闘●漁漁

　
　
月
　
日
蚊
に
、
市
内

10

26

全
域
で
一
斉
に
「
秋
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
運
動
」
を
展
開
し

ま
す
。
散
乱
ご
み
の
な
い

き
れ
い
な
街
を
作
る
べ
く

「
ク
リ
ー
ン
印
西
推
進
運

動
」
と
あ
わ
せ
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

怯
散
乱
ご
み
は
み
ん
な
の

意
識
で
減
ら
せ
ま
す

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る

周
辺
の
道
端
で
、
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば

こ
の
吸
い
殻
な
ど
が
散
乱

し
て
い
る
風
景
を
目
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
道
を
歩
い
て
い

て
捨
て
ら
れ
た
も
の
や
車

の
窓
か
ら
捨
て
ら
れ
た
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ

う
し
た
散
乱
ご
み
を
減
ら

す
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
の
ご
み
は
自
分
の

手
で
」
と
い
う
意
識
を
常

に
も
ち
、
決
め
ら
れ
た
場

所
以
外
に
ご
み
を
捨
て
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法

投
棄
対
策
班（
緯
内
線
3
8

5
）。
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松本多一郎氏に全国都市監査委員会表彰
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不 法 投 棄 は 犯 罪 で す

消 防 署 の 仕 事 を 体 験 し て み よ う

鳥 見 神 社 ・ 浦 部 の 神 楽 を 公 開
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主 な 内 容

 　
月
　
日
は
「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

10

26

 みんなでつくろう
　　　 美しいふるさと　いんざい

　市内3中学校《印西中（野球部、陸上部）・木
刈中（陸上部）・小林中（体操）》の生徒達が千葉
県大会・関東大会で好成績を残し、去る8月17
～25日、四国各県で行われた全国中学校体育大
会に見事出場し、健闘しました。
　印西中学校野球部は強豪校に惜敗（1対0）、陸
上部の 久家迅雄 さんは走高跳に出場。木刈中学

く げ は や お

校陸上部の川端 脩也 さんは800mに出場、海老田
な お や

そらさんは棒高跳で決勝進出。小林中学校の吉
村 萌惠美 さんは体操個人に出場しました。大会
ほ ほ え み

を終えた生徒達は、校長先生とともに市長と教育
長へ結果を報告しました。報告の場では市長か

ら今までの努力、本番の活躍を称える言葉をいた
だき、教育長からは支えてくださったみなさんへ
の感謝の気持ちについての話がありました。
　生徒達はうなずきながら話を聞き、喜びを噛み
しめていました。■問 指導課指導班（緯内線534）。

左から海老田そらさん、川端脩也さん左から海老田そらさん、川端脩也さん、、
久家迅雄さん、吉村萌惠美さ久家 迅雄 さん、吉村萌惠美さんん

るび

　
印
西
市
の
南
東
に
位
置
す
る
印
旛

沼
は
、
飲
料
水
、
農
業
用
水
、
工
業

用
水
の
水
源
と
し
て
、
ま
た
、
水
産

漁
場
や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

わ
た
し
た
ち
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
平
成
　24

年
度
の
「
全
国
湖
沼
の
水
質
調
査
」

で
は
、
水
質
の
指
標
と
な
る
値
が
環

境
基
準
を
超
え
、
印
旛
沼
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
1
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
環
境
省
発
表
）。
そ
う
し
た

中
で
、
印
西
市
を
含
む
流
域
市
町
と

千
葉
県
、
関
係
団
体
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
水
質
浄
化
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
水
の
汚
れ
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
流
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
が
大
切
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
次
の
よ
う
な
「
家

庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
」
を
実
践
し
、

水
質
の
浄
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

怯
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策

臼
 流
し
で
は
、
ろ
紙
袋
な
ど
を
使

用
し
、
調
理
く
ず
を
流
さ
な
い
。

渦
 油
は
で
き
る
限
り
使
い
き
り
、

流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

嘘
 食
器
、
鍋
な
ど
の
油
は
布
で
ふ

き
取
っ
て
か
ら
洗
う
。

唄
 米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
に
ま
い

た
り
、
無
洗
米
を
使
う
な
ど
で
極
力

流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

欝
 洗
車
は
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
、
洗

剤
は
控
え
め
に
す
る
。

蔚
 石
け
ん
・
洗
剤
は
適
正
量
を
使
用
す
る
。

鰻
 沈
殿
槽
の
設
置
、
側
溝
の
清
掃

月
は
印
旛
沼
水
質
浄
化
推
進
運
動
月

 　
月
は
印
旛
沼
水
質
浄
化
推
進
運
動
月
間間

1010 印
旛
沼
の
た
め
に
 今
で
き
る
こ
と

　浄化槽は、微生物の働きでトイレ
や台所などからの排水をきれいな水
にして放流するための設備です。こ
の機能を十分に発揮させるために、
専門業者による適正な設置工事と保
守点検・清掃が必要です。
　また、浄化槽が適正に施工・管理さ
れ、正常に機能しているかどうかに
ついて、指定機関による法定検査を
受けることが義務づけられています。
私たちの周りの大切な環境を守るた
め、浄化槽の正しい使用と管理を徹
底しましょう。
■問 （一社）千葉県浄化槽協会（緯043―
246―2355）、環境保全課環境保全班。

10月1日は浄化槽の日
▲印旛沼（吉高）の様子

印西中野球部のみなさ印西中野球部のみなさんん


